
１ 町会運営について（１）
資料１

令和７年３月定例会 一般質問資料 葛西勇人作成
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●町会における加入世帯数の内訳

●町会加入世帯数と町会加入率（参考）の推移 ●限界集落（※２）の町会（行政区）数の推移

●平川市の人口の年齢構成比率の推移

（※２）限界集落とは、過疎化によって、その集落の人口の５０％以上が６５
歳を超え、コミュニティ機能の維持が困難と認められる集落をいう。

（加入世帯数：件） （町会加入率：％）

（加入世帯数：件）

（町会数）

（町会数）

（構成比率：％）

■個人調べ



資料２

令和７年３月定例会 一般質問資料 葛西勇人作成

■参照 「令和５年度平川市町会アンケート集計結果」（平川市総務部総務課）を参照
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特に問題はない

市からの依頼事項が多い
プライバシー保護により実態がつかみきれない。
町会規模が小さく、会員が少ないため活動が難しい

活動・行事がマンネリ化している
活動や会議をする場所がない（集会施設がない）

活動費が不足している
新旧住民や世代間の交流が難しい

地域住民の活動に対する関心が年々低下している
会員が高齢化している
未加入者が増加している

役員の負担が多い
役員が高齢化している

役員の成り手が不足している
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その他
民生委員やＰＴＡなど他の地域や組織との連携

町会の統合や再編
集会・活動施設の充実
新たな活動の創出

活動などの情報提供、共有
行政からの資金・活動援助

若い世代への参加の働きかけ
地域住民の意識啓発

地域のリーダー・人材の育成
常日頃の付き合い

■個人調べ
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●町会活動を行ううえでの課題（複数回答可）

●課題解決のために必要なこと（３つまで回答可）

１ 町会運営について（２）

●一般世帯の町会費（年間）について
（町会数）

※６町会については、連絡をとることができませんでした。
※町会ごとに建物や水道ポンプなどの維持や活動にかかる
費用が異なるため、町会費にバラツキがみられました。

※中山間地域の町会で、町会費が高くなる傾向がありました。
※町会費と町会加入率の間には関係性が見られませんでした。

（回答割合）

（回答割合）



２ 地域運営組織（ＲＭＯ）について（１）
資料３

令和７年３月定例会 一般質問資料 葛西勇人作成

■参考資料 特定非営利活動法人 いわて地域づくり支援センター 常務理事 若菜千穂博士（農学）が、２０２３年１月２３日「農業・農村の多面的機能の持続的
発展に向けた全国シンポジウム」で講演した資料を一部抜粋し編集

〇〇地区
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自
治
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落
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自
治
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自
治
会

ろ
集
落

は
集
落

小学校１、中学校１、
保育園２、地区公民館、
駐在所、など

総会、子供会、公民館、
納税組合、衛生組合、
消防団、など

班⾧、隣組、など

・行事のマンネリ化
・何をしても人が来ない
・役員の固定化・高齢化
・しんどい。

・役員が固定
・若手がいない
・子どもがいない

・空き家が増えた
・班⾧回せない
・役員出せない



２ 地域運営組織（ＲＭＯ）について（２）
資料４

令和７年３月定例会 一般質問資料 葛西勇人作成

■参考資料 特定非営利活動法人 いわて地域づくり支援センター 常務理事 若菜千穂博士（農学）が、２０２３年１月２３日「農業・農村の多面的機能の持続的
発展に向けた全国シンポジウム」で講演した資料を一部抜粋し編集

困りごと行事・活動

青年会がなくなり、若者の組織的
活動がなくなる。盆踊りがなくなる

子供会が統合され、自治活動との
つながりがなくなる。
自治会以外の地域組織がなくなる
（老人会、婦人会等）

敬老会がなくなる
（統合される）
花壇づくりもなくなる

班⾧が回せなくなる。
（数年で班⾧が回ってくる）
役員はほぼ固定化される。

総会の飲み会がなくなる
行事は草刈りのみ

２００世帯以下

３０～１００
世帯

３０世帯以下

楽しみが
なくなる

顔を合わせる
機会が減る

顔が見えない
組織になる



２ 地域運営組織（ＲＭＯ）について（３）
資料５

令和７年３月定例会 一般質問資料 葛西勇人作成

■参考資料 特定非営利活動法人 いわて地域づくり支援センター 常務理事 若菜千穂博士（農学）が、２０２３年１月２３日「農業・農村の多面的機能の持続的
発展に向けた全国シンポジウム」で講演した資料を一部抜粋し編集

〇〇地区

Ａ
自
治
会

い
集
落

Ｂ
自
治
会

Ｃ
自
治
会

ろ
集
落

は
集
落

地域運営地域づくり地域おこし項目

生活サービスの
補完・提供

暮らしの安心
生活課題の解決

地域の活性化
経済的な発展目的

地元住民
＋関係人口（対流人口）地元住民地域外の人

都市住民対象

コミュニティビジネス
（お店の運営、送迎
サービス、除雪等）

有償ボランティア
防災マップ作り
見守り活動等

特産品の開発
グリーンツー
リズム等

主な
活動

国土のグランドデザイン
２０５０（平成２６年）

国土形成計画
（平成２０年～）

国土開発計画
（昭和３７年～）備考

日本の経済成⾧が頭打ち
→地域開発競争が激化
→いくら取り組んでも、暮らし
の安心につながらなかった。

くらしに必要な生活サービスが
地域からなくなり始める。
→商店、病院、ATM、バス、
タクシー、等

※地域運営組織とは、地域内の様々な関係主体が参加する協議組織が定めた地域経営の
指針に基づき、地域課題の解決に向けた取組を持続的に実践する組織のこと



２ 地域運営組織（ＲＭＯ）について（４）
資料６

令和７年３月定例会 一般質問資料 葛西勇人作成

■参考資料 特定非営利活動法人 いわて地域づくり支援センター 常務理事 若菜千穂博士（農学）が、２０２３年１月２３日「農業・農村の多面的機能の持続的
発展に向けた全国シンポジウム」で講演した資料を一部抜粋し編集

ＰＤＣＡプロセス ＯＯＤＡプロセス

ワークショップを開催

将来像と計画を立てる

チームをつくる

ＰＤＣＡを回す

Ｏbserve 観察する

Ｏrient 理解する

Ｄecide 決める

Ａct 動く
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やらされ
ワークショップ

ワークショップ
の準備が８割

（※）ＯＯＤＡ（ウーダ）とは、変化の激しい状況
において、迅速な意思決定や行動をおこなう
ことを目的としたフレームワークです。


